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「J-POPマーケティング IT時代の音楽産業」の要約 
 
第 6章 
ビデオテープの規格 
 
７０年代初め 「オープンリール」 
       ソニーの「カセットテープ」（４分の３インチ幅） 
       東芝 EMI（東芝アンペックス）の 

「インスタビジョン」（カートリッジ式 VTR） 
複数の規格が出て混迷 

 
７０年代終半～ 「VHS」「ベータ」（２分の１インチ幅） 
８０年代前半 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       （だが初期の作品は元々売れているア

ーティストのライブ映像など、確実

に売れるものに限られていた） 
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ビデオプレイヤーの

家庭への急速な普及 

海外からプロモーション・ビデオが

盛んに持ち込まれ、宣伝に有効だと

いうことが認識される 
最も影響を与えたのがマイケル・ジ

ャクソンの「スリラー」 

 
 
音楽家・レコード会社の 
音楽ビデオへの制作意欲が 
高まる→実行 


